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日本財託、全社員認知症サポーターに

東京都内の中古ワンルームマ
ンションの投資家向け販売や賃
貸管理を手がける日本財託 (東
京都新宿区) は、グループを含
む社員全員を認知症のサポータ
ーとした。 80代の4人に1人が
認知症といわれる中、同社は
｢新しい形の社会贄献を行いた

い｣ (重館r勉社長) と判断。主
に本社周辺でボランティア活動
を繰り広げる。
認知症サポーターは、.認知症

を正しく理解したうえで適切な
対応を行い、家族ともども温か
く応援しようとする人をいう。
厚生労働省 ･全国キャラバン･

メイト連絡協議会が主催する、 ンティアが月2回程度訪問し、
養成講座の受講が前提となる。 玄関でのあいさつや声かけを道
全社的に、活動をを進めるため約 じた安否確認を行っている。 75
100人のダル- プ社員が養成溌 歳以上の1人暮らし宅の場合、
座を受講したというり 電球交換や家具の移動など困り
同社本社のある新宿区では65 ごとも手伝っているひ

歳以上の1人暮らしの高齢者が ‐ 同社は駅に近いワンルームマ
増えており、新宿区社会福祉協 ンシ.ヨンを中心に管理を行りて
議会は希望者を対象に｢地域見 おり、‐現在の管理戸数は8400。
守り協力員事業]･を展開。区内 ･2010年9月期の売上高は初めて
を5つのブロックに分けてポラ 100億円台に到達する見通しだ。
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